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防災対策は
　　　～市民総参加の
　　　　　　 防災訓練を検討～

　

市
内
各
自
治
区
や
各

小
・
中
学
校
の
防
災
訓
練
、

特
に
避
難
訓
練
の
実
施
状

況
と
今
後
の
実
施
計
画
や

訓
練
の
問
題
点
は
。

　
　

  
総
務
部
長

　

各
自
治
区
で
自
主
的
な

防
災
訓
練
は
実
施
し
て
い

な
い
。

　

各
小
・
中
学
校
で
は
防

災
訓
練
の
徹
底
を
期
し
、

平
成
19
年
度
は
延
べ
47
回

実
施
し
ま
し
た
。

  質 答

分
担
金
の

　

廃
止
・
軽
減
は

　

   

〜
検
討
し
た
い
〜

高
齢
化
が
進
む
な
か
、

急
傾
斜
地
崩ほ
う
か
い壊

対
策
事
業

の
分
担
金
が
重
荷
に
な
っ

て
い
る
。

軽
減
な
ど
は
考
え
ら

れ
な
い
か
。

　
　

  

市
長

　

合
併
協
議
に
お
い
て
、

旧
町
村
の
状
況
や
他
事
業

と
の
均
衡
を
図
る
う
え
か

ら
、
市
負
担
金
の
う
ち
10

パ
ー
セ
ン
ト
を
受
益
者
分

  質 答

跡
地
の
有
効
利
用
を

　
　
　
　
　

  

〜
総
合
的
に
検
討
〜

  質

 答

さとう　たつみ

佐
藤
辰
己

 答 住
み
よ
い「
ま
ち
」づ
く
り
を

　

    　
　
　
　

 

〜
安
全
・
安
心
に
努
め
ま
す
〜

　
　

  

市
長

　

中
九
州
横
断
道
路
、
大

野
竹
田
間
の
イ
ン
タ
ー
チ

ェ
ン
ジ
増
設
に
つ
い
て

は
、
国
交
省
か
ら
最
大
限

の
努
力
を
す
る
と
回
答
を

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

担
金
と
し
て
徴

収
す
る
こ
と
を

決
定
し
て
い
ま

す
。

　

し
か
し
、
合

併
後
４
年
目
を

迎
え
、
県
下
の

状
況
も
変
化
し

た
こ
と
な
ど
か

ら
、
受
益
者
分

担
金
の
徴
収
率

の
見
直
し
を
検

討
し
た
い
。

さとう　のりよし

佐
藤
徳
宣

　

要
望
の
多
い
防
災
対
策

事
業
（
急
傾
斜
地
崩
壊
対

策
、
河か
し
ょ
う
く
っ
さ
く

床
掘
削
）
の
対
応

と
、
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

増
設
に
関
す
る
経
過
に
つ

い
て
。

　
　

  

建
設
部
長

　

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事

業
は
、
河
床
掘
削
事
業
同

様
に
多
く
の
要
望
が
あ
る

が
、
合
併
時
か
ら
す
る
と

半
数
程
の
事
業
実
施
で

す
。

　

県
に
強
く
要
望
し
、
安

全
で
安
心
し
て
生
活
が
で

き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

広
大
な
土
地
を
有
す
る
旧
大
野
高
校

跡
地
の
今
後
の
利
活
用
は
。

　
　

  

総
務
部
長

　

県
と
の
無
償
譲じ
ょ
う
と渡
契
約
で
は
、
平
成

22
年
度
ま
で
使
用
す
る
目
的
が
限
ら
れ

て
い
ま
す
。

中
九
州
横
断
道
路
の
開
通
に
よ
り
、

企
業
誘
致
な
ど
考
え
ら
れ
る
が
、
老
朽

化
や
耐
震
問
題
も
あ
り
、
検
討
が
必
要

と
考
え
ま
す
。

  質 答

旧大野高校跡地にあるケーブルテレビ情報センター

土砂が流れ込み工事中


